
◆お申込みから受講までの流れ

◆お問合せ

◆募集要項

◆講座の狙い

【受講対象】 施設園芸にロボットの導⼊を考えている組織・個⼈等の管理者等に加えて、既に果菜類や果樹の栽培を⾏っている⽅で、今
後ロボットの導⼊を検討されている⽅など、幅広い参加者を想定しています。どなたでも参加できます。

【受講場所】 ①対 面 ︓千葉⼤学環境健康フィールド科学センター内 植物工場研修棟A棟1階 研修室
【受講費用】 ①対 面 ︓11,000円/⼈（消費税、教材費込）

②アーカイブ配信 ︓ 5,500円/⼈（消費税、教材費込）
【コーディネータ】 中野 明正(千葉⼤学) 

特定非営利活動法⼈植物⼯場研究会（担当︓⼾井）
〒277-0882 千葉県柏市柏の葉6-2-1 千葉⼤学 環境健康フィールド科学センター
E-mail : plant-factory@office.chiba-u.jp Tel&Fax: 04-7137-8307

農林⽔産省 令和6年度スマートグリーンハウス展開促進に係る研修
特定非営利活動法⼈植物工場研究会・千葉⼤学 主催、般社団法⼈日本施設園芸協会 共催

農業現場におけるロボット活用の現状や効果の可能性や限界などを学習し、幅広い知識を理解するとともに、実際の最新の導⼊事例を紹介
して多様な使用場面や効果について、実用的な側面から理解することを目的とします。今後の技術開発要素についても議論をします。

農業現場におけるロボット活用の現状と展望

https://npoplantfa
ctory.org/informat
ion/training/7812/

現状の施設園芸においても、⽣産現場における⼈⼿不⾜がますます深刻になっています。一⽅で、施設園芸は、環境が制御され、圃場管理
や整枝管理も適切に⾏われていることも多く、最初にロボット化が進展する⽣産体系であると考えられます。スマート農業プロジェクトなど、様々
なプロジェクトで導⼊されたロボットなどの事例を含め、現状の農業現場へのロボット導⼊の状況を解説していただくとともに、今後の開発要素、
導⼊の⾒通しなどについて議論を深めます。

2024年度 研修No.8

①「対面型」 開催⽇時︓11月6⽇(水)13:00〜15:50
②「アーカイブ配信」 ※①共通

視聴期間︓11月18⽇(月)13:00〜12月2⽇(月)13:00 (15⽇間)

②アーカイブ配信①対面型

【申込⽅法】 1.植物工場研究会ホームページの申込専用フォームからお申込みください。
2.申込フォームに記載のメールアドレスに、「申込受付完了」メールが⾃動送信されます。

メールが届かない場合は、必ず問合せ先へご連絡ください。
【受講確定】 1.Web申込受付後、受講費用の振込⽅法、振込期限を記載した「内定通知」をご連絡致します。

2.⼊⾦確認をもって受講確定とし「受講確定」メールを送信致します。
3.開催前日に「ZOOMご招待情報」「アーカイブ視聴情報」をご連絡致します。

＜ 参考 ＞ ホームページに下記のご案内がございます。
〈Web・オンデマンド配信型〉テスト視聴のご案内 / 〈Web・オンデマンド配信型〉よくある質問


